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原
始
民
族
に
於
け2
夾
換
の
意
義 

六
六
六

孢

に

言

語

學

上

ょ

6

交

換

の

事

實

を

證

明

す

る

爲

め

、
原

始

民

族

中

の

原

始

民

族

^

る

「

グ
ィ 

.V

ス

ラ

ン

ド

」

の

「

ビ
ッ
タ
ピ
ッ
タ

」

種

族

の

言

語

に

徵

す

る

に

、
彼

等

は

交

換

の

働

詞

に

p
u
l
.
k
i
.
w
o
o
w
j
e

叉 

た

は

 

w
o
o
n
.
g
e
-
m
u
l
-
I
e

 

を

.用

ゐ

、
其

他

、

w
o
o
n
.
j
e

 

(

與

へ

る

)

5 '
0 -
¥

ョ
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0
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^

す
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)
F
i
n
-
k
i
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o
-
r
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(

分

配 

す
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)

等
の

.

語
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、

(
w
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E
.

 

R
o
t
h
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t
h
n
o
l
o
g
i
c
a
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s
t
u
d
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e
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n
g

?
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N
o
r
t
h
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t
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a
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u
e
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e
l
l
s
l
a
n
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b
o
r
i
g
i
n
e
s
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I
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Q

7)

溯

<

「

ザ

ン

ス

グ

リ

ッ

ト

」

に

之

れ

が

語

源

を

求

む

る

に

交

換

の

意

義

に

就

き

て

は

M
d
,
M
d
y
a
t

6

 

(

複

數

N

i

-

mn>
>)

の

語

あ

6

3C
tt
價

格

に

就

き

て

は

y

i

ル

な

る

語

あ

6

、
更

に

「

ト

ル

コ

、
タ

1

タ

ー

t e 

に

て

は

H

e

g
 

(

價

値

)
t
e
j

 

(

直

段

)

等

の

語

あ

 

6

、

(

D

r

o

.
 

S
c
h
r
a
d
e
r
,

 

L
i
n
g
u
i
s
t
s
c
h

 

h
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e

 

F
o
r
s
c
h
u
n
g
e
n

 

z
u
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H
a
n
d
e
l
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g
e
s
c
h
i
c
h
t
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u
n
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W
a
r
c
n
k
u
n
d
e
,

 

r
.

 

s
.

 

6
1
-

6
5
)

以

て

此

現

象

の

極

め

て

古

き

歴

史

を

有

す

こ
 

と

を

知

る

を

得

可

し

。

「

原

始

民

族

に

於

け

る

交

換

の

意

義

t

中

心

と

し

て

は

論

宇

可

き

こ

と

甚

だ

多

し

、

㈣

へ
ば

維
 

也

納

大

學

敎

授

「

へ
ル
ネ
ッ

K
」

は

s
t
u
m
i

 

H
a
n
d
d

を

以

て

商

業

の

最

古

の

形

式

と

な

す

$

 

(
D
r
.

 

M
.

 

H
o
e
r
n
e
s

 

N
a
t
u
r

 

u
n
d

 

U
r
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

d
e
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M
e
n
s
c
h
e
n
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B
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s
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4
9
s

)

吾

人

は

此

說

に

反

對

す

る

理

由

を

有
 

す
、
又

杧

原

始

民

族

に

あ

6

て

は

交

換

は

必

宇

し

名

分

業

の

基

礎

^

る

名

の

に

あ

ら

す

と

信

ず

、

 

是

等

の

點

に

就

き

は

他

日

、
稿

を

改

め

て

論

せ

ん

と

欲

す

。

(

g -

國際法上國家及び國家の分類に 

關する私論

板

倉

卓

造

國
際
法
上
、國
家
及
び
國
家
の
分
類
に
關
す
る
論
究
法
は
、何
れ
の
國
際
法
の
敎
科
書

S
、殆
ど 

千
篇

一

律
に
し
て
、甲
こ
學
者
の
所
說
を
比
較
す
る
に
、其
間
に
根
本
的
相
違
を
譌
む
る
こ
と
稀 

に
し
て
、大
抵
大
同
小
異
な

6
。
然
ら
ば
此
點
に
關
す
る
國
際
法
學
者
の
菥
究
は
、旣
に
一
切
を 

試
み
盡
し
て
、又
餘
蘊
な
く
、從
來
の
論
究
法
を
以
て
、動
か
す
可
か
ら
次
る
定
說
と
爲
す
可
き
や 

と
云
ふ
に
、余
案
ず
る
に
必
す
し
名
然
ら
す
、今
日
普
通
に
行
は
る
、
論
究
法
に
は
、滿
足
す
可
か 

ら
次
る
點
多
々
に
し
て
、寧
ろ
之
を
根
柢
よ

6

一
 

變
せ
ば
や
と
思
は
る
、
程
な

6
。
余
の
今
よ 

6

述
べ
ん
と
す
る
所
は
、

固

よ

6
 

|

家
の
私
論
に
し
て
、今
後
の
研
究
に
依
て
修
正
す
可
き

?

の 

匍

®
少
な
か
ら
次
る
可
し
と
雖
名
、是
嗦
で
の
內
外
國
際
法
の
敎
科
書
に
用
ゐ
ら
れ
杧
る
論
究 

法

と

は

、
若

千

面

目

を

異

に

す

る

？

の

あ

ろ

、

^

に

其

要

領

を

揭

げ

て

、
先

輩

大

家

の

批

評

を

仰

ぎ

、
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下

國
i

上圃家及

！

i

國
家
の
§

に
蘭
す
る
私
論
 

六
六
八

I
、

國

家

及

'び
主
權

最
$

普
通
に
行
は
る
、
定
義
に
從
へ
ば
、國
家
と
は
一
定
の
地
域
の
上
に
、一
定
の
主
權
の 

に
結
合
せ
る
人
民
の
團
體
を
云
ふ
。

1
、

國
家
は
一
定

0
地
域

0
上
に
存
立
す
。

國
家
は
各

i

1

定
の
地
域
に
蟠
據
し
て
、以
て
他
の
國
家
に
對
立
す
る

$

の
な
4

。
然
れ 

國
家
好
國
家
杧
る
、が爲
め
に
は

"
必
す
し

g

一
 

定
方
哩
の
地
域
を
有
せ
次
る
可
の
ら
次
る 

限
あ
る
こ
と
な
し
。
例
へ
ば
僅
に
八
平
方
哩
に
過
ぎ

^

る
モ
ナ

T
T

侯
國
同
名
の
首
府
と 

ト、力
ー
ロ
及
び
他
の

' 

一
小
市
よ

6

成
る
ち
ー
十
三
平
方
哩
の
サ
ン
、マ
リ
ノ
共
和
國
同
名
の 

と
四
箇
村
よ

6

成
る

)

百
七
十
五
平
方
哩
の
ァ
ン 

1

郡
に
充
若
か
^
る
狹
小
な
る
面
積
を
有
す
る
に 

と
な
し
。

ニ、國
家
は
人
民
の
結
合
團
體
な

6

。

人
民
の
結
合
團
體
と
は
、複
數
の
人
民
が
集
合
し
て
、共
同
生
存
を
營
む
團
結
を
云
ふ
。
但
し 

其
人
民
の
團
體
は
、常
に
同
一
の
民
族
よ

6

成
る
乙
と
を
要
せ

^

る
の
み
な
ら
卞
、其
人
民
の
員

府 ン 制 名

過 ド  

ぎ I 

さ、、 ラ 

る 共  

^ 和  

尙 國  

ほ の  

國 如  

家 き  

すこ殆 

る ど  

に 我  

妨 國
く、、 の 

る 一

こ 村 首 モ の ど

數
劣
亦
制
限
あ
る
こ
と
な
し
。

如
何
と
な
れ
ば
現
に
瑞
西
の
如
き
佛
蘭
西
人
、獨
逸
人
及
び

■# 

太
利
人
ょ

6
成
る
に
拘
は
ら
す
、尙
ほ

一

國
を
組
織
し
、又
前
記

•の
モ
ナ

n

は
人
口

一
萬
五
千
、サ 

ン、マ
"，ノ
は
一
萬
一
千
、ア

\

ド
ー
ラ
に
至
て
は
僅
に
六
千
を
有
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
劣
、法
律
上 

國
家
と
し
て
存
立
す
る
に
、何
等
の
不
都
合
な
け
れ
ば
な

6
。

三
、國
家
は

一

定
の
主
權
の
下
に
存
立
す
。

旣
に
述
べ
女
る

一

定
の
地
域
と
人
民
の
結
合
團
體
と
の
み
に
て
は
、尙
ほ
未
だ
國
家
杧
る
を 

得
ず
、何
と
な
れ
ば
是
れ
單
に
人
類
の
社
會
團
體
杧
る
に
過
ぎ

^

れ
ば
な

5

。
故
に
國
家
杧
る 

に
は
'、一

定
の
地
域
に
於
け
る
人
民
於
、一
定
の
主
權
に
依

6

て
統
一
せ
ら
る
、
こ
と
を
要

T

。
 

主
權
と
は

一

國
最
高
の
權
力
の
云
ひ
な

A
ノ。
此
權
力
は
其
國
內
に
て
は
、何
者
に
對
し
て
$
絕 

對
の
服
從
を
强
要
す
る
名
の
な
る
と
同
脖

に
、此
權
カ
の
上
に
は
、

^

等
の
高
權
力
を
認
め
ず
。
 

若
し
名
其
國
內
に
於
て
、之
に
對
し
て

.
絕
對
の
服
從
を
强
要
す
る
こ
と
能
は

^

る
名
の
あ
る
か
、
 

又
は
其
上
に
更
に
高
級
な
る
權
力
を
有
す
る
者
あ
ら
ん
に

.
は
、斯
の
如
き
權
カ
は
、之
を
最
高
權 

力
と
稱
す
る
を
得

^

る
令
の
な
る
が
故
に
、此
場
合
に
は
主
權
の
存
在
を
認
む
る
こ
と
能
は

 ̂

5

る7
P

の
な
る
を
以
て
、國
家
を
成
立
す
る
こ
と
な
き
名
の
な

6
。

國

_

上

國

家及？S

國
家
の
§»£
關
す
る
私
餘 

六
^
九
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搨
際
法
上
捶
家
及
ぴ
國
家
の
分
類
に
拥
す
る
私
晚

 

六
七o

此
敌
に
例
へ
ば
北
米
合
衆
國
、獨
逸
帝
國

$
し
く
は
瑞
西
共
和
國
の
如
き
合
衆
國

(Federal 

state)

を
構
成
せ
る
所
謂
支
分
國
は
、其
の
國
の
憲
法
に
は
、恰
か
名
主
權
を
保
有
す
る
國
家
の
如 

ぐ
な
れ
ど
宅
、其

§
<

各
支
分
國
は
其
上
に
中
央
政
府
の
權
力
を
加
へ
ら
れ
て

、
^
所
謂
主
權
は
、最 

高
權
カ
た
る
の
實
を
有
せ

2'
'
る
を
以
て
、
本
來
國
家

^

る
こ
と
を
得

f
o

る
$
の
な
み
。

又
そ 

の
中
央
政
府
の
有
す
る
權
カ
名
、支
分
國
の
權
力
に
依
て
制
限
せ
ら
る
、
を
以
て
、是
亦
主
權
.に 

あ
ら
次
る

,

J

と
勿
論
な

‘
6
。
或
は
米
獨
の
學
者
の
！多
く
は
、合
衆
國
の
主
權
は
、支
分
國
と
中
央 

政
府
と
に
分
割
せ
ら
れ
杧
る

$

の
な

6
と
の
說
を
爲
し
、各
文
分
國
を
名
づ
け
て
一
部
主
權
國 

(part-sovereign States : unterstaaten)

と
呼
ぶ
を
常
と
す
れ
ど
宅
、若

し

？

ま
權
を
以
て
分
割
し

得 

ベ
き
名
の
と
せ
ば
、其
最
高
權
カ
杧
る
の
本
質
と
相
納
れ
次
る
可
し
、如
何

i

な
れ
ば
一
國
內
に 

相
對
立
す
る
數
箇
の
權
カ

a
し
く
は
互
に
相
檢
束
す
る
數
箇
の
權
力
を
認
め
ん
に
は
、其
權
カ 

は
何
れ
名
最
高
な
る
を

#

^
れ
ば
な

6
。
故
に
一
部
主
權
國
の
名
稱
は
合
衆
國
の
支
分
國
以 

外
に
、住
々
附

f

國
及
ぴ
被
保
護
國
に
名
用
ゐ
ら
石
、
こ
と
あ
れ
ど
名
、是
は
主
權
本
來
の
觀
念 

と
矛
盾
す
る
名
の
な
る
が
敌
に
、余
は
之
を
非
認
せ
ん
と
す
る

S
P

の
な

6
。
或
は
主
權
を
以
で 

1

國
最
高
の
權
力
と
爲
す
の
說
に
對
し
て
、凡
そ
國
家
た
石
に
は
主
榷
を
有
す
る
こ
と
を
必
荽

£

せ
す
、苟

U
P

命
令
强
制
の
權
力
を
有
せ
ん
に
は
、

^

家
^
る
に
妨
な
し
と
の
諫
を
爲
す
名
の
あ 

A
V
O此
種
の
說
を
唱
务
る
名
の
は
、多
く
獨
逸
の
學
者
に
し
て
、ラ
ー
バ
ン
ド
若
し
く
は
ィ
エ

V 

ネ
ッ
ダ
の
如
き
、大
體
こ
の
說
の
賛
成
者
な
ラ
ー

パ

ン
ド
獨
逸
帝
國
々
法
論
第

一

卷
七
五
頁
以 

下
、ィ
.
尤
リ
ネ
ッ
ダ
國
家
結
合
論
ニ
九
八
頁
以
下

)

。
然
れ
ど

$
如
何
な
る
者
に
對
し
て
そ
、̂
に
完 

全
に
命
令
强
制
の
權

#

を
行
は
ん
と
す
る
に
は
、必
す

_や
主
權
に
依
る
の
外
あ

.る
可

*>
ら
す
。
 

若
し

$
其
命
令
强
制
の
權
カ
に
對
し
、同
一
國
內
に
て
之
に
對
立
す
る
の
權
カ
名
し
く
は
其
上 

に
位
す
る
高
級
の
權
カ
あ
ら
ん
に
は
、此
種
の
權
カ
に
對
し
て
は
^
令
强
制
の
權
カ
を
加
ふ
る 

こ
と
能
は
次
る
可
き
が
故
に
、侖
令
强
制
の
權
力
と
云
ふ
と
雖
名
、唯
だ
其
名
の
み
に
し
て
、其
實 

な
き
名
の
と
稱
せ

3'
'
る
を
得

^
。
之
を
以
て
假
に
ラ
ー
ハ

\

ド
一
派
の
說
に
從
ひ
■て
單
に
命 

令
强
制
す
る
の
權
カ
を
以

<
國
家
の
要
件
と
す
る
ぢ
、其
命
令
强
制
の
權
力
を
常
に
確
實
に
行 

ふ
$

の
は
主
權
に
外
な
ら
次
る
が
故
に
、此
說
$
押
詰
む
れ
ば
結
局
國
家
允
る
に
は
主
權
を
要 

件
と
す
る
に
歸
着
せ
ざ
る
を
得
次
る
な

6
。

思
ふ
に
獨
逸
の
學
者
が
、主
權
を
以
て
國
家
の
要 

件
と
す
る
の
舊
來
ょ

6

の
學
說
を
排
斥
し
て
、敢
て
新
説
を
立
て
ん
と
す
る
は
、畢
竟
普
魯
西
そ 

7

の
也
の
獨
逸
帝
國
支
分
國
を
國
家
と
し
て
說
明
す
る
に
、舊
來
の
學
說
に

V

は
到
底
爲
し
難
き

•

P
H

法
上
國
I

び

國

家

の

す

る

私

論 

六
七】



圃際
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國
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大七ニ 

78

を
以
て
、偖
て

r.
そ
主
權
不
要
論
を
唱
ふ

る
に

至
6

杧

る
$

の
な
る

可
し
。
然
作
ど
$
抽
象
的 

な
る
國
家
の
定
義
如
何
に
依

6

七
、普
魯
西
そ
の
他
の
所
謂
支
分
國
が
國
家
杧
る

0.
名
稱
を
失 

ひ
杧
れ
ば
と
て
、其
普
魯
西

^

る
實
質
の
上
に
、何
等
增
馘
す
る
所
な
き
は
勿
論
の
こ
と
な
る
奴 

故
に
、普
魯
西
は
獨
逸
帝
國
內
に
て
非
常
に
廣
大
な
る
自
治
の
權
を
許
さ
れ
杧
る

一

地
方
團
體 

と
認
ひ
る

$

、法
律
上
の
說
明
に
不
都
合
あ
る
可
か
ら
卞
。
若
し
夫
れ
獨
逸
帝
國
內
の
支
分
國 

中
、南
獨
の
諸
國
バ

I
デ
ン
、

へ
ツ

セ、
ゥ

ル
テ
ム
ベ
ル

グ
、パ
グ

ア
リ
ヤ

が、
^
國

と
の
間
に

公
使
を 

授
受
し
、條
約
を
締
結
す
る
等
の
權
能
を
有
す
る
の
理
由
を
以
て
、之
を
國
家
と
認
め
ん
と
す
る 

名
の
あ
る

名
、支
分
國

I

中
、今

日
尙
ほ
此

種
の
權
能
を
有
す
る
は
、罾

に
歷
史

の
遺
物
に

外
な
ら
す 

し

V
、

昔
3

國
家

t<
r

6

し
當
脖
の
慣
行
を
、今
日
そ
の
儘
に
持
續
せ
し
む
る
事
に
過
ぎ
次
る
の
み
。
 

然
ら
ば
此
點
に
關
す
る
法
，律
上
の
性
質
は
如
何
と
云
ふ
に
、是
れ
唯
だ
各
支
分
國
に
認
め
ら
れ 

tc

る
廣
大

I

な
る
自
治
權
に

基
づ

き
て
、是
等
の
權
能
を
有
す
る
に
外
な
ら

^

る
な
6

。

斯
く
の
如
く
合
衆
國
丙
の
所
謂
支
分
國
は
、主
權
を
有
せ
次
る
を
以
て
國
家
杧
る
を
得
次
れ 

ど
ぢ
、合
衆
國
そ
れ
自
身
は
主
權
を
有
す
る
於
故
に
、國
家
な

6
。
然
れ
ど
？
合
衆
國
の
主
權
と
、
 

中
央
政
府
の
權
力
と
を
浪
同
す
可
か
ら
す
。
中
央
政
府
の
權
カ
は
、各
支
分
國
の
權
力
と
相
對

-

立
し
、若
し
く
は
互
に
相
檢
朿
す
る
ぞ
の
な
る
が
故
に
、最
高
の
權
カ
に
非
岁
。
最
高
の
權
カ
に 

非

^

るR
P

の
は
主
權
に
非

^

る
が
故
に
、中
央
政
府
の
權
力
は
主
權
に
は
非

^

る

な

'

^

合

衆
 

國
の
主
權
の
所
在
が
何
れ
に
在

6

や
は
、各
合
衆
國
に
依

6 V
1

な
ら

^
れ
ど
$
、其
主
權
を
行 

使
す
る
の
機
關
は
、中
央
政
府
と
各
支
分
國
な

6
。

此
兩
者
は
各
機
關
と
し
て
附
與
せ
ら
れ
杧 

る
特
殊
の
權
力
を
有
す
。

世
間
の
學
者
が
合
衆
國
の
主
權
が
二
分
せ
ら
る
、
が
如
く
說
明
し 

て
支
分
國
を
以
て

一

部
主
權
國
な
ぞ
と
呼
ぶ
は
、卽
ち
此
機
關
と
し
て
附
與
せ
ら
れ
た
る
權
カ 

を
誤
解
し
杧
る
に
外
な
ら
次
る
な

6
。
此
故
に
獨
逸
帝
國
、北
米
合
衆
國
$
し
く
は
瑞
西
共
和 

國
の
如
き
、各
合
衆
國
そ
の
物
が
主
權
を

.有
す
る
を
以
て
、獨
逸
帝
國
、北
米
合
衆
國
、も
し
く
は
瑞 

西
共
和
國
と
し
て
國
家
杧
る
令
の
に
し
て
、其
國
家
成
立
の
沿
革
及
び
其
內
部
の
政
治
組
織
は 

他

Q

單
純
な
る
國
家
と
著
し
く
異
な
る

$

の
あ

6

と
雖

S
、一 

主
權
の
下
に
統

j

せ

ら

る

、
國 

家
と
し
て
は
、總
て
の
點
に
於
て
、爾
餘
の
國
家
と
異
な
る
こ
と
な
皂
を
以
て
、從
來
の
學
者
が
、之 

を
特
殊
の
國
家
の
如
く
見
做
し

V
、

國
家
の

I

分
類
を
爲
す

$

の
と
說
明
し
杧
る
は
、余
の
賛
成 

す
る
能
は
^
る
所
な

6

。

以
上
は
專
ら
合
衆
國
に
就

V
、

國
家
と
主
權
と
の
關
係
を
說
き
杧
る
名
の
な
れ
と
名
、學
者
中

國
捺
法
上
國
家
及
？

i

國
家
の
分
類
に
期
す
る私論 

六
七
三



國
際
法
上
國
家
及
？2.
國
家
の
分
_
に
關
す
る
私
論 

六七四

80
ま
た
附
庸
國
宅
し
く
は

|
|屬
國

(

<
§
^

5
5-
^)

な
る
宅
の
を
國
家
の
ニ
種
と
し
て
、其

分
類

中
に 

加
を
る
名
の
多
數
な
れ
ど
名
、附
庸

.國
劣
し
く
は
隸
屬
國
と
云

分
は
、實
は
國
家
に
は
非
卞
し
て 

宗
主
國

(suzerain state)

の
一
地
方
に
外
な
ら
す
。

宗
主
國
と
隸
屬
國
と
の
關
係
は
、固
ょ

-

o

常
に 

一
欉
な
ら
ず
と
雖
名
、普
通
に
隸
屬
國
は
內
政
に
關
し
て
は
廣
大
な
る
自
治
權
を
與
へ
ら
ん
、
 

名
、外
交
に
闘
し
て
は
若
干
の
權
熊
例
へ
ば
通
商
條
約
、郵
便
條
約
等
の
條
約
締
結
權
の
如
き
を 

附
與
せ
ら
る
、
こ
と
あ
る
の
外
は
、常
に
宗
主
國
に
於
て
之
を
行
ひ
、若
し
く
は
宗
主
國
に
於
て 

許
否
權
を
有
す
る
の
例
な

6
。
隸
屬
國
が
事
實
上
、廣
大
な
る
自
治
權
を
有
す
る
ょ

6
、一 

見
恰 

名
國
家
の
觀
を
爲
す
を
以
て
、之
に

一

部
主
權
國
の
名
を
與
ふ
る
名
の
あ
れ
ど
名
、隸
屬
國
は
本 

來
法
律
上
に
は
宗
主
國
の
主
權
の
下
に
在
る
？
の
な
る
が
故
に
之
を

一

種
の
國
家
と
認
む
.る 

は
、正
し
く
誤
解
な

6
と
云
は

^

る
可
か
ら
卞
。

主
權
に
就
て
尙
ほ
一
言
す
可
き
は
、ま
權
を
區
別
し
て
對
內
主
權

(Internal sovereignty)

と
對 

外
主
權

(External sovereignty)

の
二
種
と
爲
す
の
例
、學
者
の
間
に
普
通
に
行
は
る
、
こ
と
是
れ 

な
6
。
主
權
は
最
高
の
權
カ
に
し
て
、其
性
質
、不
可
分
の
名
の
な
る
が
故
に
、對
肖
、對
外
主
權
の 

區
別
は
、主
權
そ
の
物
の
區
別
に
非
ず

し

て
、恐
ら
く
主
權

0
作
用
の
區
別
に
外
な
ら

^

る
可
し
。

主
權
に
就
て
尙
ほ
一
言
す
可 

外
主
權

(
Extesal sovereignty)

の 

な
6
。
主
權
は
最
高
の
權
ヵ
に 

區
別
は
、主
權
そ
の
物
の
區
別
に

而
し
て
對
內
主
權
と
は
、國
家
の
內
部
に
對
し
て
、絕
對
無
制
限
に
行
は
る
、
主
權
の
作
用
に
し 

ズ
、自
由

y

諸
般
の

.法
律
を
制
定
し
、且

つ
之
を
執
行
す
る
め
權
ヵ
是
れ
な

6

。

換
言
す
れ
ば

絕 

對
に
命
令
強
制
す
る
の
權
力
な
る
が
故
に
、實
質
に
於
て
主
權
そ
の
物
に
外
な
ら
す
。
故
に
デ 

パ
ネ

ー
名
、對
內
主
權
は
其
絕
對
に
し

<
自
制
限
の
外
、何
等
の
檢
束
を
蒙
ひ
る
と
な
く
、無
制
限 

に
其
人
民
の
上
に
行
は
る
、
の
意
味
に
於
て
、主
權
其
物
に
外
な
ら
す
と

s

へ
ろ(

19
際
公
法
八 

三
頁

)

。
對
外
主
權
と
は
、國
家
が
外
，部
に
對
す
る
行
爲
の
自
由
に
し
て
、他
國
の
檢
束
を
排
斥
す 

る
主
權
の
作
用
な

6
と
解
す
可
し
。
國
家
は
此
主
權
の
作
用
に
依

6

て
、國
際
法
上
、其
對
外
行 

爲
は
其
國
自
ら
獨
斷
專
行
し

<
、他
國
の
干
涉
を
蒙
ら

3'
'
る
自
主
獨
立
の
權
利
を
有
す

£

は
、多 

く
の
學
者
の
唱
ふ

る
所
な

ろ
。

例
へ
ば
前
記

デ
パ
ネ
ー

の
說
に
、國
家
は
對
外
主
權
に
依

6

て
、
 

他
國
に
對
し
獨
立
の
人
格
と
し
て
自
立
し
、外
交
機
關
を
以
て

.他
國
に
代
表
せ
し
め
、平
等
の
基 

礎
に
依
て
條
約
を
締
結
し
、自
由
に
攻
守
の
戰
爭
を
爲
し
、自
國
の
領
土
及
ぴ
自
画
人
民
の
利
芟 

の
尊
重
を
要
求
し
、特
殊
の
稱
號
を
用
ゐ
、固
有
の
國
旗
を
揭
，ぐ
る
等
の
こ
と
を
爲
し
得
る
劣
の 

な
6

と
云
ひ
、(

國
際
公
法
八
ニ
頁

)

ビ

H

ド
リ
エ
ダ
ル
宅

略

ぼ
同
様
の
言
を

爲
し
、(

國
際
公
法

第

一
. 

卷
一
八
七
真
ボ
ン
フ
ィ
ス
、ロ

1

レ
ン
ス
亦
同

1

說
な

，

6
と
認
む
る
を
得
べ
し

(

ボ
ン
フ
ィ
ス
國

麵
§

上
酮
家
及
£

家
の
1

亿
«

す
2

私
論 

六
七
玉



黷
两
法
上
國
家
及
ひ
麵
家
の
霞
に
鼷
す
る
私
输

 

六
七
六 

8 S

際
公
法
第
五
版
八
六
頁
、口

 

I

レ
ン
ス
國
際
法
第
四
版
五
六
頁

)

。
卽
ち
國
家
が
對
外
行
爲
の
自

 

由
を
有
す
る
は
、其
の
對
外
主
權
に
基
づ
く
そ
の
と
の
說
な
れ
と
冬
、然

■

れ
と
$
國
寒
肽
箪
に
主

 

權
を
有
す
る
の
み
に
て
は
、ま
だ
以
て
他
國
に
對
し
て
法
律
的
行
爲
を
爲
す
の
權
利
を
有
す
み

 

の
に
非
支
。

國
家
が
對
外
行
爲
を
爲
す
こ
と
を
得
る
は
、國
際
法
上
の
權

「

利
主
體

t

る
の
能
 

カ
を
享
有
し
た
る
以
後
な
ら
次
る
可
於
ら
岁
。
國
家
が
國
際
法
上
の
權
利
主
體

f e

る
能
力
を
 

享
有
す
と
は
、國
家
が
事
實
上
の
國
家
允
る
以
外
に

#

ほ
國
際
團
體
に
加
入
し
て
，其
ー
眞
杞
る

 

の
資
袼
を
云
ふ
劣
の
に
し
て
、此
の
資
格
を
附
與
す
る
を
、國
家
の
承
越
と
云
ふ
。
隨
て
未
だ
國

 

際
團
體
に
加
入
せ

3 *

る
國
家
は
、國
際
法
上
の
權
利
主
體
杧
る
こ
と
を
得
支
、鼸
際
法
上
の
權
利

 

主
雒
な
ら
次
る

*P

の
は
、他
國
に
對
し
<
法
律
的
行
爲
を
爲
す
こ
と
を
得

^

る
《
の
な
る
が
故

 

に
、國
家
舣
自
由
に
釾
外
行
爲
を
爲
す
の
痛
利
を
有
す
る
は
、國
家
が
對
外
主
權
を
有
す
る
の
結

 

果
に
非
尹
し
て
、教
外
主
權
以
外
の
事
實
に
歸
せ
次
る
を
得
す
。

故
に
國
家
が
對
外
行
爲

$:
.爲 

す
に
、自
由
に
獨
斷
專
行
し
て
、他
國
ょ

6

検

束

干

渉

せ

ら

れ

次

る

の

權

利$:
'
有

す

る

は

、多
く
の
 

學
者
の
唱
夯
る
於
如
き
主
權
の
作
用
に
は
非

,

し
て
、國
家
奴
國
際
法
上
の
平
等
の
權
利
主
髖

 

£

し
<

、國
家
於
互
に
相
缉

_

す
&
の
關
係
に
基
づ
く

 

$

の
と
云
ふ
可
し
。
卽
ち
余
は
驁
外
主

樣

^

^
名

©■
を
否
趣
：せ
ん
と
す

2>
-

€
ひ
に
し

<
隨
で
主
概
の
惟
用
^
餘
电
贤
外
に
區
鄉
す
各 

の
失
當
な
る
を
信
尹
る
名
の
な

6
。

況
や
主
權
と
云
は
分
、元
來
一
國
家
に
於
け
る
權
力
に
對 

す
る
服
從
の
關
係
、卽
ち
不
平
等
の
關
係
を
意
味
す
る
宅
の
に
外
な
ら
次
る
が
故
に
、其
主
權

Q
 

作
用
を
平
等
鼸
係
に
在
る
可
き
國
家
間
に
及
ぼ
す
こ
と
ぁ
る
可
於
ら
次
る
に
依

6
"辑
外
行
爲 

の
自
由
獨
立
な

.る
權
利
を
對
外
主
權
の
名

U

依
て
呼
ぶ
は

«
語
の
當
を
得
^
る
名
の
と
云
ふ 

可
か
ら
次
る
に
於
て
を
や
。

，

二
、

國
家
の
分
類

.國
家
間
の
法
律
關
係
は
權
利
義
務
の
關
係
な

6
。

然
ら
ば
總
て
の
國
家
は
權
利
を
享
有
す 

る
ぞ
の
な

6

や
、卽
ち
總
て
の
國
家
は
國
際
珠
上
の
權
利
主
體
な
ふ
や
と
云
夯
に
，前
に

,

p

述
ぶ 

る
如
く
、
國
家
は

”單
，に

事
實
上
に

存
在
す

る
の

み
に

て
は
、
未
だ

以
て

國
際
法

上
の
權
殚
主
體

-t
e 

る
こ
と
を
得
す
、其
權
利
主
體
杧
る
に
は
國
瞭
團
體
の
一
員
隹
る
を
要
す
、國
際
圑
體
以
外
の
國 

家
は
權
利
主
體
杧
る
の
資
袼
卽
ち
權
利
能
力
を
全
然
有
せ
次
る
な

6
、假
に
名
づ
け
て
之
を
鍵

. 

對
權
利

無
能
力

國
と
云
糸
。

次
に
旣
に
權
利
能
力
を
有
し
な
が
ら
國
際

法
の

規
定

,

p

し
く
咚 

条
約
に

依
6

て
、其

全
部
の

權

利
を
享
有
す
る
こ
乏
を

制
限

せ
ら
る

V

國
家
ぁ

6

。
例
へ

.ば
物

爵
！̂

上
|

及
议
醑
家
の
分
類
亿
_
す
る
私
論
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際
法
上
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及
？
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國
家
の
®

に
m

K

a
私
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上
聯
食

Real u
n
i
o
n
f

構
成
す
る
箇
々

の
國

家
の
如
き
、其
國
は
元
來
完
全
な
る
權
利
主
體
杧
る 

を

得
る
宅
の
な
れ
ど
宅
、物
上
聯
合

に
入
ろ

た
る
の
故
を
以
て
、

直
接
に

第
三
者
に
對
す
厶
の
權

. 

利
能
力
を
喪
失
し
、其
聯
合
體
舣
代

6

て
權
利
主
體
杧
る

$

の
に
し
て
、聯
合
中
の
箇
々
の
國
家 

は
、唯
だ
其
相
互
間
に
於
ズ

の
み

權
利
の
主
體

tc
る
こ
と
を

得
る

に

遇
ぎ
す
。

假
に
名
づ
け

V

 

之
を
限
定
權
利
能
力
國
と
云
ふ
。
叉
國
家
は
權
利
能
力
を
有
し
な
が

ら
時
に
之
に

伴
夯
行
爲 

能
力
を
有
せ
次
る

$

の
あ
ろ
。
未
だ
國
際
團
體
に
入
ら
次
る
國
家
は
、權
利
能
力
；

>
P

行
爲
能
力 

名

有

す

る

能

は

^

る
こ
と

勿
論
な
れ
ど

g
、一
方
に
完
全
な
る
權
利
能
力
を
享
有
す

る
に

拘
は 

ら
岁

，往
々
條
約
に
依

6

て
其
行
爲
能
力
を
制
限

せ
ら
る
、
の

例
な

き

に
非
卞

' 

例
へ
ば
被
保 

護
國

(protected state)

と
稱
す
る
の
は
、國
家
と
し
ズ
權
利

.0
主
體
杧
る
こ
と
を
得
る
に
拘
は 

ら
?

、自
ら
第
三
.國
に
對
し
て
法
律
上
の
效
果
を
生
せ
し
め
得
べ
き
行
爲
を
爲
す
の
資
格
卽
ち 

行
爲
能
力
を
缺
如
し
、̂
に
其
保
護
國

(protecting 

に
對
す
る
場
合
の
み
行
爲
能
力
を
有
す 

る
に
過
ぎ
ず
し
て
、第
三
國
に
對
し
て
は
、

^
護
國
こ
れ
に
代

.

C
N

て
行
爲
を
爲
す
劣
の
な

.

O
。

假 

に
名
づ
け

V

之
を
行
爲
無
能
力
國
と
云
ふ
。

行
爲
無
能
力
國
に
は
權
利
無
能
力
國
の
如
く
、絕 

對】

無
能
ー
カ

*

る
劣
の
な
し
。
斯
の
如
く
等
し
く
國
家
と
云
ふ
中
に
名
權
利
を
享
有
せ
次
る
％

の
あ

6

X

權
昶
を
享
有
す
る
各
行
爲
の
能
力
を
有
せ

^

る
i

の
あ

ん

依
て
其
能
方
を
標
準

 

1

J

し
て
國
家
を
分
類
す
れ
ば
、

1
、

權
利
能
力
國
と
權
利
無
能
力
國

 

ニ
、行
爲
能
力
國
と
行
爲
無
能
力
國

 

と
に
別
つ
こ
と
を
得
べ
し
。

A .
權
利
能
力
に
依
る
分
類

大
多
數
の
國
家
は
國
際
法
上
の
權
利
能
力

.者
な
れ
ど
名
稀
に
權
利
能
力
の
全
部
を
有
せ
す
、

 

若
し
く
は
單
に

一

部
の
み
を
有
す
る

$

の
あ
'̂。

依
て
國
家
は
權
利
能
カ
の
全
部
を
有
す
る

 

を
以
て
原
則
と
し
、之
を
有
せ
尹
若
し
ぐ
は
其

一

部
の
み
を
有
す
る
を
例
外
と
す
可
し
。
此
例

 

外
に

属
す
る

$

の
、
中
、權
利
能
力
の
全
部
を
有
せ
次
る
名
の
、卽
ち
絕
對
權
利
無
能
力
國
は
、前

 

に
述
ぶ
る
如
く
、唯
だ
事
實
上
の
國
家
杧
る
に
止
ま

6

て
、未
だ
國
際
團
體
の
一

員
と
し
て
の

承 

認
を
得
ぎ
る
名
の
に
し
て
、例
へ
ば
一
國
の
一
部
が
獨
立
し
杧
る
場
合
に
、旣
に
事
實
上
に
は
國

 

家
と

し
て

成
立
す

る
に
拘
は
ら

岁
、
未
だ
他
國
が
之
を
權
利
主
體
と
し

て
の

國
家
の
承
認
を
與

. 

へ
次
る

ょ
6

、尙
ほ
國
際
團
體
以
外
に

孤
立

す
る
と
き
の
國
家
の
如
し
。
然
れ
と
《
此
植
國
家

國
麋
法
上
國
家*.
？

i

國
家
の
分
顛K
期

す

る

私

.諭

 

六

七̂
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わ

の
實
例
は
稀
有
に
し
て
、大
抵
は
國
家
の
成
立
と
同
時
に
、權
利
主
體
杧

る
の

承

認

を

.得名
め

例 

な
A ノ。
之
に
反
し
て
限
定
權
利
能
カ
國
に
至
ろ
て
は
、其
實
例
に
乏
し
か
ら
ヂ
。

限
定
權
利
锥 

カ
國
に
二
種
あ

6
。

一、物
上
聯
合
を
構
成
す
る
國
家
、

ニ
、永
世
局
外
中
立
國
是
れ
な

6
。

I
、

物
上
聯
合
を
構
成
す
る
國
家

物
上
聯
合

(Real u
n
i
o
n
)

と
は
、ニ
箇
以
上
の
國
家
が
、其
相
互
間
に
は
獨
立
め
權
利
主
體

-f
c

る 

に
拘
は
ら
ず

'爾
餘
の
第
三
國
に
對
し
て
は
、共
同
し
て
唯
一
箇
の
權
利
主
體
と
爲
石
國
家
の
結 

合
を
云
ふ
。

.故
|に
物
上
聯
合
を
構
成
す
る
國
家
と
國
家
と
の
間
に
は
、互
に
國
際
法
上
.の

權

利
 

を
有
し
義
務
を
負
ふ
者
な
れ
ど
宅
、聯
合
以
外
の
第
三
國
に
對
し
て
は
、共
同
の

一

權
利
義
務
を 

享
有
負
檐
し
、孤
立
し
て
は
何
等
の
權
利

能
力
を

有
す
る

$

の
に
非
次
る
を
以
て
、物
上
聯
合
に 

屬
す
る
國
家
は
、

完
全
な

る
權
利
能
力
者
と
云
ふ

t
を
得
^
。

今
日
存
在
す
る
物
上
聯
合
の

唯 

1

の
實
例
は
、澳
太
利
匈
牙
利
ニ
體
君
主
國

(Dual m
o
n
a
r
c
h
y

 

>cstria-Hungary)

1C
し

て
、是
等
兩 

國
は
燠
太
利
皇
帝
、勾
牙
利
國
王
な
る
異
名
を
有
す
る
共
同
の
君
主
の

下
•
に
#

々
獨
立
の
國
家 

を
爲
す
に
拘
啟
ら
ず
、外
交
、軍
備
等
に
關
す
る
國
政
を
共
通
に
し
ニ
人
の
皇
帝
國
王

(Emperor- 

P

B

は
宣
戰

_
m和
を

爲
し
、词
盟
條
約
そ
の
他
の
儒
豹
を
翁
結

1
、公
嘥

を

授

受
す
る
め

_椎
难
惫

有
す
る
等
、他
酿
に
對
し
て
軍
一
の
權
利
主
髏
を
爲
し
、唯
だ
甫
國
ば
其
相
互
》
匕
於

<

0

み
、穑

利
能
力
を
有
す
る
の
み
。

瑞
典
那
威
劣

I

九
〇
五
年
ま
や
は
、物
上
職
合
を
構
敗
し

*:
6

し
劣
、
 

同
年
以
後
、分
立
し
て
各
々
完
全
な
る
權
利
能
力
：を
同
復
し
た

i

物
上
聯
合
に
對
し
て
君
上
聯
合
を
擧
ぐ
る

S

の
あ

-
。̂
然
れ
ど
各
君
上
聯
合

(personal 

u
n
i
o
n
)

と
は
ニ
箇
以
上
の
國
家
が
、單
に
共

-通
の
君
主
を
戴
く
を
云
ふ
に
止
咬
み
、是
等
の
國
家 

は
他
國
に
對
し
て
各
々
完
全
な
る
權
利
主
體
を
爲
す

$

の
な
る
を
以
て
、物
上
聯
合
に
厲
す
る 

國
家
の
如
く
、權
利
能
力
を
缺
く
名
の
に
非
ず
、隨
て
其
聯
合
は
物
上
聯
合
の
命
く
權
利
主
慊
に 

非
ぎ
る
が
故
に
、君
上
聯
合
な
る
宅
の
を
物
上
聯
合
と
對
立
せ
し
め
て
、國
家
の
一
分
類
と
爲

3 

ん
と
す
る
は
、全
く
性
質

0
異
な
れ
る
劣
の
を
比
較
せ
ん
と
す
る
？
の
に
し
て
、當
を
得
^
る
の 

み
な
ら
卞
、我
國
の
學
者
中
に
は
、物
上

11
'

合
、君
上
聯
合
を
物
上
聯
合
画
、君
上
職
合
國
と
、稱
し
て
、
 

之
を
，國
家
と
認
ひ
る
宅
の
、
如
く
な
る
は
誤
解
と
評
せ

.次
る
を
得
ず
。

而
レ
て
今
日
は
君
上 

聯
合
の
例
な
く
ニ
八
八
五
年
：白
耳
義
王
故
レ
オ
ポ
ル
ド
ニ
世

^

n

ジ

ゴ

ー

自
*■
:
画

の

君

主

を 

兼
ね
、國
王
の
：崩
す
る
ま
で
聯
合
を
繼
續
す
る
の
約
束
な

6

し
に
、去
る

一

九
〇
八
年

n

ン
ゴ
ー 

自
由
國
を
白
耳
義
に
合
併
し
、爾
後
そ
の
璀
民
地
に
變
匕
杧
る
を
以
て
、最
早
や
君
上
聯
合
は
其

_
_法上
§

及
&
罐家巧

1

忆
|

ぁ̂私鑰
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-
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困
孩
法
上
稱
家
及
び
髑
家
の
分
類
忆
期
す
る
私
譫

 

穴
5-
ー

8

赃

を

絕

ち
12
:

A

y
と
云
ふ
可

し

ニ
、

一
水
世
局
到
中
立
國

永
世
局
外
中
立
國

(permanent Neutralized state〕

と
は
、一
國
が
他
の
多
數
の
國
に
依
て
其
獨
立 

及
び
領
土
保
全
を
保
障
せ

ら
る
、
代
み

に
、
自
ら

外
敵
の
襲
轚
に
對
し

V

防

繁

戰

を

爲

ナ

外

は

、
 

戰
爭
に
關
與

.せ
ざ
る
は
勿
論
、戰
爭
に
誘
引
せ
ら
る
、
の
恐
あ
る
一
切
の
國
際
義
務
を
、他
國
に 

對
し
て
負
檐
せ
次
る
可
き
を
約
す
る
國
家
を
云
ふ
。
卽
ち
永
世
局
外
中
立
國
は
、國
家
存
立
の 

最
大
要
件
杧
る
戰
爭
を
爲
す
の
權
利
を
永
穴
に
放
棄
し
允
る

$

の
に
し

V
、

最
早
や
完
全
な
る 

權
利
能
力
を
享
有
す
る
名
の

に
非
ぎ

る
な

-

CS。

之
を
永
世
局
外
中
立
國
と
呼
ぶ
は
、他
國
間
の 

戰
爭
に
一
切
參
與
す
る
こ
と
を
禁
せ
：ら
れ
、常
に
局
外
中
立
を
守
る
の
義
務
を
負
は
し
め
ら
る 

る

に

因

る

劣

の

な

-
^
。

但

し

局

外

中

立i

云
ふ
と
雖

宅
、之
を
ー
國
の
領
土
の

1

部
の
中
立
、例 

へ
ば
蘇

西
運
河
、巴
奈
馬
運
河
の
中
立
、佛
國

シ
ヤ
ブ
レ
ー
及
ぴ
フ
オ
ー
シ

-
1丨
の
中
立
、又
は
希 

臘
ア
ィ
オ
ヤ
群
島
中
の

n

ル
' 
フ
及
び

パ
/

ス
.の
中
立
と

浪
同
す
可
か
ら
ず
。

一

國
領
土
中 

の

1

部
が
永
^
に
中
立
允
る
こ
と
あ
る

可
し

と
雖
劣
、之
が
爲
め
に
其
國
は
永
世
局
外
中
立
國 

杧
る
こ
と
な
し
。
叉

一

國
於
他
國
間
の
戰
爭
に
黼
係
せ

3'
'
る
の
狀
想
を
中
立
と
云
ひ
、其
國
を

中
立
國
と
云
ふ
と
雖

t

此
場
合
の
中
立
は
何
時
に
て
劣
隨
衆

U

之
を
康
し

V
、

其
软
爭
に
細
呔

るK
J

と
を
禁
岁
る

$

の
に
非
？
る
を
以
て
、永

^

に
戰
：爭
の
權
利
を
失
へ
る
永
世
局
外
中
立
鼯 

と
同
ヒ
か
ら
ず
。

永
世
局
外
中
立
國
は
、或
は
之
を
緩
衝
國

(BUJferstate)

と
云
ふ
。
普
通
に
强 

國
間
に
介
在
し
て
、其
勢
力
の
均
衡
を
維
持
す
る
の
效
用
あ
る
を
以
て

な
i

今
日

永
世
局
外 

中
立
國
杧
る
名
の
三
あ
ム
。

瑞
西
、白
耳
義
及
び
ル
キ
サ
ン
プ
ル
ダ
是
れ
な

6
。

B .
行
爲
能
力
に
依
る
分
類

我
民
法
に
於
て
未
成
年
者
奴
法
：律
行
爲
を
爲
さ
ん
が
爲
め
に
は
、原
則
と
し
て
法
定
代
理
人

 

卽
ち
親
權
者
叉
は
後
見
人
の
同
意
を
得
る
を
要
し
、禁
治
産
者
は
之
を
後
見
に
附
し
、準
禁
治
産

 

.者
は
之
に
保
佐
人
を
附
す
る
の
規
定
に
し
て
、是
等
の
未
成
年
者
、禁
治
産
者
、準
禁
治
産
者
は
自

 

ら
權
利
能
力
を
享
有
し
な
が
ら
、

㈱

力
に
て
法
律
上
の
效
果
を
生
せ
し
め
得
べ
き
行
爲
を
爲
す

 

の
能
力
を
缺
如
す
る
を
以
て
、法
定
代
理
人
、後
見
人
、保
證
人
に
依

6

て
其
缺
如
せ
る
能
カ
わ
補

 

充
せ
ら
る
、

^>

の
な
ろ
。

之
と
同
ヒ
く
國
際
法
に
劣
國
家
と
し
て
完
全
な
る
權
利
能
力
を
有

 

し
な
が
ら
荇
爲
の
能
力
を
缺
如
す
る
ょ

6

、他
國
に
依
ろ
て
補
充
せ
ら
る
、

g

の
あ
ろ
。
是
れ

 

卽
ち
行
爲
無
能
力
國
な

6

。
普
通
の
國
家
は
自
ら
權
利
能
力
を
有
す
る
と
同
時

-1
C
、行
爲
能
力

國
孩
法
土
欏
家
及
茯«
家
の
分
顴
妃¥

2
私
编 

六
《
2
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六八因

を
$
有
す
る

名

の
な

れ

ど

，

P
、

稀

に
行
.爲
無
能
力
の
爾
家
ぁ
る
を
以
て
、行
爲
能
力
國
に
對

七
て
、
 

之
を
區
別
す
る
こ
と
を
要
す
。

但
し
民
法
上
に
於
け
る
行
爲
無
能
力
者
は
、法
律
の
規
定
に
依

 

て
設
け
ら
る
、
宅
の
な
る

U

反
し
、國
際
法
に
於
げ
々
行
爲
無
能
力
國
は
、通
常
そ
の
國
と
他
國

 

と
の
間
の
條
約
に
依
ろ
て
設
定
せ

ら

る

V

名
の
な
る
を
以
て
、行
爲
無
能
力
と
云
ふ
と
雖
毛
、其

 

條
約
の
對
手
國
に
鳟
し
て
は
、權
利
能
カ
、行
爲
能
カ
と
名
に
之
を
併
有
す
る

$

の
な
れ
ば
、̂
對

 

無
能
力
に
非
ず
し
て
、限
定
無
能
力
と
稱
す
可
き
名
の
な

6

V

而
し
て
行
爲
無
能
力
國
に
唯
だ

 

一
棟
ぁ
ろ
。
被
保
護
國
是
れ
な

6

。

被

保
護
國
と
は
一
國
於
第
三
國
に
對
し
て
法
律
上
の
效
果
を
生
せ
し
め

得
ぺ
き
行
爲
を
爲 

す
の

權
利
を
他
の
國
家
に

委
任
し
、
以
て
其
國

の
保
餿

の

下
に

存
立
す
る
國
家
を

云
夯
。

被
保 

護
國
に
對
し
て

'其
こ
れ
を
保
護
す
る
國
、卽
ち
被
保
護
國
に
代

6

.

て
行
爲
を
爲
す
の
權
利
を
委 

任
せ

ら
れ

杧
る
國
を
保
護
國
と
云

ひ
、兩
者

の
關

係
を
保
護
關
係

(protectorate)

と
云
夯
。

统
伫 

保
護
國
、被
保
護
國
と
云
分
を
以

V
、

保
護
藺
係
は
画
家
と
國
家
と
の
間
に

存
す

る
，p

の
な
る

於 

故
に
、阿
非
利
加
な
る
野
蠻
の
種
族
に
對
し
、歡
洲
諸
國
の
約
せ
る
保
謅
の
關
係
は
、爱
忆
所
爾
保 

讓
關
係
に
非
次

 

る
こ
と
 

勿
論
な
-̂
。.
而
し
て
保
鹱
關
係
は
通
常
保
護
國
と
被
保
襄
镯
間
の
條

約
伫
依

6

て
諛
定
せ
ら
る
、

$

の
な
る
を
以
て
、

其
條

約
の
規
定
如
何
に
依
ろ

て
、被
保
護

國
は 

其
對
外
行
爲
の
全
部
を
保
護
國
に
委
任
す
る
名
の
な

6

や
、將
女
又

一
部
の
み
を
委
任
す
る

名 

の
な

6

や
を
定
む
可
き
名
の
に
し
て
、隨

V

保
護
關

€-
の

程
度
は
條
的
の
實
際
に
就
て
之
を
知 

る
の
外
な

し

。

此
條
約
を
保
護
條
約

(Treaty of protectorate)

と
云

分
。

故

に

保

護

.條

約

の

内

容 

城
必
尹
し
；̂
一
 

定
す
る
$
の
に
非
す
と
雖
$
、殆
と
總
て
の
條
約
は
啻
に
被
保
讅
國
の
對
外
行 

爲
の
委
任
の
み
な
ら
ず
、其
內
政
に
關
す
る
諸
種
の

.權
利
の
委
任
を
？
保
議
國
に
約
す
る
を

例 

と
*

す
。

然
れ
ど
疹
是
は
決
し
て
保
護
國
た
る
の
要
件
に
非
す
し
て
、唯
だ
保
護
の
目
的
を
完 

全
に
遂
行
せ
ん
が
爲
め
に
、是
等
の
委
任
を
爲
す
の
み
。

保
護
關
係
の
設
定
は
單
に
被
保
護
國
の
對
外
行
爲
を
保
讓
國
に
委
任
し
杧
る
ま
で
に
し
て 

被
保
護
國
の
權
利
能
力
は
、何
等
の
變
化
を
蒙
る
そ
の
に
非

^

る
を
以
て
、國
際
法
上
の
植
利
主 

體
と
し
て
缺
如
す
る
所
な
き
が
故
に
、

㈣

へ
ば
其
外
突
：權
は

〖

他
國
に
依
ろ
て
行
使
せ
ら
る
、

«

 

從
來
諸
外
國
間
の
條
約
は
、依
然
そ
の
國
の
名
を
以

V

存
續
し
、叉
.將
來
外
國
'と
嫌
結
す
可
金
條 

約
劣
亦
其
國
の
名
を
以

V

し
、若
し
く
は
其
掘
の
爲
め
に
す
る
の
意
思
を
明
示
す
る
の
例
な
る 

91

と
同
港
に
、虞
保
護
國
が
外
國
と
の
間
に
現
に
存
在
し
、若
し

V

は
將
來
締
結
す
る
こ
と
あ
ふ
可

六
/\
苯



搏
祭
法
上
圃
家
及
び
爵
家
の
分
類
亿
醣
す
る
私
鼢
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92
き
條
約
は
、其
何
種
の
條
約
杧
る
を
問
は
ず
、荀
％
自
國
の
爲
め
に
單
獨
に
調
印
し
杧
る
宅
の
な 

ら
ん
に
は
、之
に
依
て
被
保
讀
國
を
拘
束
し
、之
に
義
務
を
負
擔
せ
し
む
る
こ
と
な
し
。

斯
の
如
 

く
被
保
護
國
は
保
護
國
と
相
對
立
す
る
完
全
な
る
權
利
主
體
な
る
を
以
て
、例
へ
ば
保
護
國
が 

他
國
と
の
間
に
戰
爭
を
.開
始
す
る
こ
と
あ
る
宅
、其
铍
保
護
國
た
る
の
故
を
以
て
、必
ず
保
謨
國 

に
與
み
し
、對
手
國
と
敵
對
關
係
に
立
つ
？
の
に
非
次
る
こ
と
は
',八
五
四
年
グ
リ
ミ
ヤ
戰
爭 

の
際
、
當
蒔
英
國
の
被
保
護
國
し
ァ
ィ
ォ
ー

1

ャ
群
島

合
衆
國
が

中
立

國
と
し

V
、

戰
爭
に
關 

與
せ

^

る
^
の̂
と
認
め
ら
れ
把
る
の
先
例
に
徵
し

<
明
な

6
。

被
保
護
國
の
例
は
少
な
か
ら
次
る
其
中
に
就
き
、佛
國
の
被
保
護
國
は
最
名
著
名
に
し
て
、其 

制
度
は
屢
々
他
國
の
模
倣
す

一
る
所
な

6
。
卽
ち
阿
非
利
加
に
チ
ユ
一
一
ス
あ

6
。

亞
細
亞
に
安 

南
、東
京
、東
蒲
寨
あ
ろ
。
歐
羅
巴
に
西
班
牙
と
の
間
に
共
同
し

V

保
護
に
任
す
る
ァ
ン
ド
ー
ヲ 

共
和
國
あ

6

。

近
來
叉
阿
非
利
加

に
て

モ
ロ
ッ
コ
を
其
被
保
護
國
と
爲
せ

6
。
韓
國
は
明
治 

三
十
八
年
よ

6

四
十
三
年
こ
れ
を
日
本
に
合
併
す
る
ま
で
、我
被
保
護
國
杧

6

し
こ
と
、人
の
知 

る
所
の
如
し
。

余
は
行
爲
無
能
力
國
の
例
は
、被
保
護
國
の

I

種
に
止

4

る
こ

£

を
，信

^

る
も
の
な
れ
ど
名
、

93

或
は
聯
邦
を
構
成
す
る
國
家
名
亦

一

見
行
爲
無
能
力
國
杧
る
の
外
観
を
有
す
る
を
以
て
、其
間 

に
誤
解
を
生
す
る
の
恐
あ
る
に
依

6
、最
後
に
聯
邦
に
就
て
一
言
す
可
し
。
聯
邦

(confederation) 

と
は
ニ
箇
以
上
の
國
家
が

、共
同
の

利
益
を
保
護
す
る
爲
め
、共
通
の
機
關
を
設
け
、此
機
關
を
通 

U

V
一
 

定
の
法
律
的
行
爲
を
爲
す
國
家
の
結
合
を
云
ふ
。
故
に
聯
邦
を
構
成
す
る
國
家
は
單 

に
共
同
の
利
益
を
保
護
す
る
爲
め
に
、共
通
の
機
關
を
設
け
杧
る
ま
で
に
し
て
國
家
は
各
自
に 

其
權
利
能
力
を
保
持
し
、唯

だ
其

共
通
機
關
を
し
て
、外
國
に
對
し
或
種
の
行
爲
を
爲

3
し
む
る 

爲
め
、聯
邦
條
約
に
依

6
、其
行
爲
の
種
類
、程
度
を
約
す
る
を
例
と
す
と
雖
名
、此
場
合
に
聯
邦
は 

別
に
權
利
主
體
た
る
に
非

^
、國
家
の
單
純
な
る
團
結
に
外
な
ら
次
る
の

'
 

然
る
に
學
者
中
、
 

合
衆
國
に
對
し
て
聯
邦
を
以
て
國
家
と
爲
し
、往
々
聯
邦
國
の
名
を
用
ゆ
る
者
あ
れ
ど
宅
、聯
邦 

は
國
家
に
非
岁
し
て
、

國
家
の
團
結
に
過
ぎ

岁
。

面
し
て
其
聯
邦
の
共
通
機
關
は
、各
國
家
の
代 

表
者
を
以
て
組
織
し
、普
通
こ
れ
を
聯
邦
會
議

(
s
e
t

 or congress)

と
稱
し
、通
常
の
外
交
會
議
に
異 

な
ら

次
る
を
以
て
、此
機
關
は
聯
邦
構
成
國
に
代

6

て
、其
構
成
國
の
爲

め

に
、對
外
法
律

的
行
爲
 

を
簏
す
の
權
利

5:
.
附
與

せ

ら

る

、
劣

の

に

非

^
、
隨

て
構
成
國
は
第
三

國
に
對

す
る
其
行
爲
能 

力
の
全
部
名
し
く
は

一

部
を
喪
失
す
る
，

p

の
に
非
次
る
が
故
に
、聯
邦
を
構
成
す
る
國
家
は

•
權

耱
麻
法
上
«
家
及
び
國
家
の
分
類
に
颶
す
る
私
澹
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鹂
麻
法
上
鼷
家
及
び
蹲
家
の
分
敦
亿
贫
る
私
歉

 

穴
八
ん

利
能
力
、
行

爲
能
力
と
に
究
全
に
併
有
す

る
名
の

な

る
を

以
-c
r t

邦
構
成
國
を
特
殊
の
國
家

 

の
如
く
分
類
す

•る

は
、其
當
を
得

^

る
宅
の
と

云
ふ
可
し
。

95

雜 

録 

歐
洲
に
於
け
る
特
異
な
る 

三
種
の
銀
行

小
原
喜
三
郞

へ此 
一
M

«三
田
理
化
^

休
業
前
の
例
一 

パ
#
亿
於
け

2
小
原
氏
の
嫌
演
の
速
記
な
リ

J

私
は
今
晚
銀
行
の
事
に
付
て
少
し
か
話
を
し
や
う
と 

思
び
ま
す
於
、
何
分
學
校
を
出
ま
し
て
於
ら
、
丁
度
此 

月
で
七
箇
年目

！，i

な
6
ま
す
。
其
間
算
盤
を
彈S
1C
6 

手
形
を
書S

て
居
6
ま
し
允
の
で
、
學
說
の
方
が
今
日 

ど
う
な
つ
て
届
る
か
と

S

ふ

こ

と

は

知

-
^
吱

せ

fe
。
或 

は
龈
行
の
事
を
知
話
し
ま
し
て
劣
、
さ
う

S

ふ
こ
と
は 

ど
うu

p

銀
行
とS

あ
名
の
、
セ
オ
リ
ー
に
な

S

箸
だ
と 

S

夯
槺
な
か
叱
6
を
受
け
る
於
劣
知6
ま
せ
ぬ
が
、
私 

は
只
時
々
暇
の
あ
る
毎
に
色
々
な
物
を
讀
み
、
又
實
際 

自
分
似
仕
事
を
す
る
上
に
付
て
、
銀
行
は
斯
く
ぁ
る
可 

き
劣
の
で
あ
る
と
、
私
自
分
丈
け
で

一

種
の
定
義
見
允 

雜

M

樣
5:
*
pの
を
下
し
て
居
6
ま
す
。
叉
學
說
で
は
ど
ラ̂
: 

知
6
咬
せ
ぬ
が
、
世
間
で
普
通
覦
拧
と
し
て
解
釋
し
-c 

届
る
名
の
よ
6
劣
全
く
違
つ
女
性
質
の
仕
事
を
し
て
眉 

(

る
者
が
あ
る
於
、3
うS

か
劣
の
が
果
し
て
銀
行
令
あ 

一
一
る
-&
なS

*>
i

s
分
こ
と
は

疑
問
で
あ
6
ま
す
。
そ
れ 

i

は
皆
3
ん
の
御
到
断
に
委
か
せ
る
乙
と
に
し
て
、
私
は 

:

普

通I

般
の
解
釋
の
銀
行
業
、
そ
れ
以
外
の
仕
事
を
し 

i

て
居
る
銀
行
、
卽
ち
特
異
な
る
銀
行
三
つ
に
付
て
箇
単 

に
知
話
を
し
や
う
と
思
ひ4
す
。

先
づ
普
通
銀
行
とS

矛K
P

の
は
、
ど
うS

ふ
そ
の
で 

;

^

る
か
と
申
し
ま
す
と
、
資
本
を
集
つ
め
て
く
る
、
其

 

I

資
本
は
株
式
で
募
集
し
て
そ
宜
し
う5
次
い
ま
す
。
傾 

i

人
で
出
し
て
名
宜
し
う&
次
い
ま
す
。
そI

V
銀
行
の 

窓
を
開
く
と
い
夯
と
か
客
さ
ん
於
金
を
預
け
に
來
る
、

I

其
金
に
對
し
て
預
金
利
子
と

S

ふ
宅
の
を
拂
务
の
で
あ 

6

4
す
•か
、
銀
行
は
そ
れ
を
預
つ
て
居
る
計6
で
な
し 

に
"
其
資
本
金
美
出
す
の
み
な
ら
す
、
叉
和
客
さ
ん 

か
ら
預
つ
て
居
る
金
を—

の
で
、

3
う
し
て
§

し

六
八
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